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腔鏡下後腹膜腫瘍摘出術の麻酔経験. 日本臨床麻酔学会誌 42(6): S206, 2022.

西垣明久,金子翔平,一ノ宮大雅,横山明弘,柴田伊津子,原 哲也：人工心肺下僧帽弁手術を受けた感染性心内膜
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の展開と学生ボランティアを活用したスポーツ救護体制の構築について. 蘇生 41(3): 145, 2022.

原 哲也：第11章　心臓麻酔、心保護、心合併症：De Hert SG, Turani F, Mathur S, et al. Cardioprotection with
volatile anesthetics: mechanisms and clinical implications. Anesth Analg 2005; 100: 1584–93. 読んでおきたい麻酔科
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原　哲也・教授 アナフィラキシーガイドライン作成WG 日本麻酔科学会

原　哲也・教授 理事・評議員 日本臨床麻酔学会

原　哲也・教授 救命救急士の気管挿管実習WG 日本麻酔科学会
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改革について世代間ギャップに葛藤する医学教育現場からの報告. 医学教育 53(Supple): 51, 2022.
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して，敗血症を念頭に置いた集学的治療で救命できた一例. Cardiovascular Anesthesia 26(Supple): 171, 2022.

鳥羽 萌,吉富 修,金子翔平，鈴村未来,一ノ宮大雅,原 哲也：高度低心機能患者に対するロボット支援下膵頭

十二指腸切除術の麻酔経験. 日本臨床麻酔学会誌 42(6): S205, 2022.

鳥羽 萌,一ノ宮大雅,岩崎直也,河西佑介,鈴村未来,荒木 寛,関野元裕,原 哲也　：心電図異常からKounis症候

群を疑った重篤なアナフィラキシーショックの一例.. 臨床モニター 33(Suppl): 128, 2022.

富永哲郎,野中 隆,森山正章,小山正三朗,石井光寿,橋本泰匡,浜崎景子,荒井淳一,高村敬子,弦本敏行,澤井照光,
永安 武：消化器診療における若手医師へのトレーニングと技術習得法の工夫 Advanced surgeryに対するカ

ダバートレーニングの有用性. 日本消化器病学会九州支部例会・日本消化器内視鏡学会九州支部例会プログ

ラム・抄録集 119回・113回  : 99, 2022.

花田匡利,関野元裕,一ノ宮大雅,松本聡治朗,福島光基,芦澤信之,赤羽目翔悟,山梨啓友,原 哲也,神津 玲：長期

間にわたって座位での著明な酸素化能低下を呈したCOVID-19の2例 SpO2連続モニタリングの意義. 臨床モ

ニター 33(Suppl): 114, 2022.
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村田寛明・准教授 選挙管理委員会 委員 日本区域麻酔学会

村田寛明・准教授 第9回学術集会プログラム作成委員 日本区域麻酔学会

村田寛明・准教授 教育インストラクター（神経ブロック） 日本臨床麻酔学会

関野元裕・准教授 評議員 日本集中治療医学会

村田寛明・准教授
ワークショップ・ハンズオンセミナー部
会 委員

日本区域麻酔学会

村田寛明・准教授 日本区域麻酔検定試験委員 日本区域麻酔学会

村田寛明・准教授 学術誌査読員 Journal of Anesthesia

村田寛明・准教授 学術誌査読員 Korean Journal of Anesthesia

村田寛明・准教授 将来構想委員会 委員 日本区域麻酔学会

村田寛明・准教授 麻酔科関連WGサテライトメンバー 日本麻酔科学会

村田寛明・准教授 第61回専門医試験 試験官 日本麻酔科学会

山下和範・准教授 認定ロジ 日本災害医学会ロジスティックス専門家

村田寛明・准教授 評議員 日本区域麻酔学会

村田寛明・准教授 世話人 九州超音波麻酔アカデミー

村田寛明・准教授 代議員 日本麻酔科学会

山下和範・准教授 理事 医療コンテナ推進協議会

山下和範・准教授 インストラクター 日本DMAT

山下和範・准教授 管理世話人 日本災害医学会BHELP標準コース

長谷敦子・教授 各区域地域医療構想調整会議 委員 長崎県

吉富　修・准教授
学術集会実行委員会　第1・循環WG　サテ
ライトメンバー

日本麻酔科学会

山下和範・准教授 理事 日本救護救急学会

山下和範・准教授 評議員 日本災害医学会

山下和範・准教授 蘇生医療検討委員会・委員 日本蘇生学会

長谷敦子・教授 救急ICUワーキンググループメンバー 日本麻酔科学会

山下和範・准教授 評議員 日本蘇生学会

山下和範・准教授 多職種連携推進委員会・委員長 日本災害医学会

山下和範・准教授 産学連携新技術検討委員会・委員 日本災害医学会

長谷敦子・教授 JRC蘇生ガイドライン2020作業部会員 日本蘇生協議会

長谷敦子・教授 研修プログラム委員 日本救急医学会

長谷敦子・教授 評議員 九州救急医学会

原　哲也・教授 専門委員 長崎地方裁判所

原　哲也・教授 委員 長崎県移植医療推進協議会

長谷敦子・教授 評議員 日本救急医学会

長谷敦子・教授 監事 日本蘇生学会

長谷敦子・教授 評議員 日本蘇生学会

原　哲也・教授 理事 長崎大学医師会

長谷敦子・教授 心肺蘇生法普及委員会 副委員長. 日本蘇生学会

原　哲也・教授 運営指導委員 長崎県立南高等学校SSH運営指導委員会

原　哲也・教授 外部理事 長崎みなとメディカルセンター

原　哲也・教授 予備代議員 長崎県医師会

原　哲也・教授 支部副会長・支部理事 日本尊厳死協会九州支部ながさき

原　哲也・教授 代表世話人 長崎県緩和ケア研究会

原　哲也・教授 九州支部運営委員会 日本ペインクリニック学会

原　哲也・教授 九州支部運営委員会 日本集中治療医学会

原　哲也・教授 世話人 日本麻酔・医事法制（ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ）研究会

原　哲也・教授 評議員 日本心筋保護研究会

原　哲也・教授 学術委員会 日本心筋保護研究会

原　哲也・教授 心筋保護ガイドライン研究班 日本心筋保護研究会

原　哲也・教授 認定委員会 日本産科麻酔学会

原　哲也・教授 新領域委員会（合併症妊娠WG） 日本産科麻酔学会

原　哲也・教授 評議員 日本ペインクリニック学会
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

村田寛明・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「リアル
タイム可視化アッセイによるオピオイド受
容体細胞内動態解析と新規鎮痛法の開拓」

関野元裕・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「重症患
者における小腸粘膜細胞傷害 －発生メカニ
ズムの解明と新規治療戦略の構築－」

柴田伊津子・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「SGLT2阻
害薬による心筋虚血再灌流傷害に対する心
保護効果の機序解明」

吉富　修・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「カルシ
ウムハンドリング制御による敗血症性心筋
症の治療戦略」

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

原 哲也・教授
厚生労働行政推進調査事業費補
助金

分担

血液製剤によるＨＩＶ／ＨＣＶ重複感染患
者に対する肝移植を含めた外科治療に関す
る研究

一ノ宮大雅・助教 学術誌査読員 循環制御

一ノ宮大雅・助教 循環器WGサテライトメンバー 日本麻酔科学会

原 哲也・教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「薬理学
的循環補助におけるアドレナリンβ2受容体
の役割」

一ノ宮大雅・助教 評議員 日本循環制御医学会

一ノ宮大雅・助教 評議員 日本心血管麻酔学会

一ノ宮大雅・助教 評議員 日本神経麻酔集中治療学会

日本区域麻酔学会

日本ペインクリニック学会

日本ペインクリニック学会

九州超音波麻酔アカデミー

日本集中治療医学会

石井浩二・准教授 長崎支部理事 日本尊厳死協会

髙村敬子・准教授 評議員 日本解剖学会九州支部会

石井浩二・准教授 緩和ケア委員会委員 長崎県保健医療対策協議会

石井浩二・准教授 緩和医療ワーキンググループ長 長崎県がん診療連携協議会

石井浩二・准教授 がん看護師育成検討委員 長崎県

一ノ宮大雅・助教 学術誌査読員 日本尊厳死協会

髙村敬子・准教授 編集委員 Asian journal of paleopathology

髙村敬子・准教授 幹事 日本古病理学研究会

柴田伊津子・講師 代議員 日本麻酔科学会

石井浩二・准教授 専門医認定医員会医員 日本緩和医療学会

石井浩二・准教授 専門医育成・教育委員会委員 日本緩和医療学会

石井浩二・准教授 九州支部運営委員 日本緩和医療学会

石井浩二・准教授 代議員 日本緩和医療学会

関野元裕・准教授 九州支部連絡協議会メンバー 日本集中治療医学会

関野元裕・准教授 救急・ICUワーキングサテライトメンバー 日本麻酔科学会

関野元裕・准教授 代議員 日本呼吸療法医学会

関野元裕・准教授 総務委員会委員 日本集中治療医学会

関野元裕・准教授
日本版敗血症診療ガイドライン2024特別
委員会ワーキンググループメンバー

日本集中治療医学会

樋田久美子・助教

樋田久美子・助教

樋田久美子・助教

樋田久美子・助教

岩崎直也・助手

日本区域麻酔検定試験問題作成委員

学会誌編集委員会査読委員

評議員

世話人

日本版敗血症診療ガイドライン2024特別
委員会ワーキンググループメンバー
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その他
 非常勤講師

 新聞等に掲載された活動

 学術賞受賞

原　哲也・教授
「麻酔科医が関わらない鎮
静」のプラクティカルガイ
ド作成

日経メディカル 2022年11月2日

日本麻酔科学会で作成した
「鎮静のプラクティカルガイ
ド」について解説し、安全な
鎮静の普及・啓発に貢献する

氏名・職 職（担当科目） 関　係　機　関　名

関野元裕・准教授 非常勤講師（歯科麻酔学） 長崎大学歯学部

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

岩崎直也・助手 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「肥大心
のメタボローム解析と薬理学的コンディ
ショニングにおけるNAD合成系の制御」

髙村敬子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「Thiel法解
剖体を用いた新たな腹部超音波ガイド下神
経ブロック法の確立」

髙村敬子・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「Thiel法解
剖体を用いた新たな腹部超音波ガイド下神
経ブロック法の確立」

荒木　寛・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「ボリューム
カプノグラム分析を用いた肺内シャントの
検討」

一ノ宮大雅 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「RyR2を
標的にした新規CAMKII阻害薬による敗血症
性左室拡張機能の制御」

矢野倫太郎・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「間葉系幹細
胞が敗血症における凝固線溶機能に与える
影響：組織因子を指標とした検討」

横山陽香・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 若手研究「敗血症にお
ける腸管虚血の制御：循環作動薬および鎮
静薬が腸管血流に与える影響」

石崎泰令・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「SERCA2a
を標的にした新規心不全治療薬による敗血
症性左室拡張機能の制御」

石崎泰令・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「RyR2を
標的にした新規CAMKII阻害薬による敗血症
性左室拡張機能の制御」

東島　潮・助教 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「デクス
メデトミジンの心筋保護作用と心臓血管外
科周術期管理への応用」

石井浩二・准教授 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「悪性腸
腰筋症候群の病態に筋紡錘が与える影響の
解明と疼痛コントロール方法の検討」

稲冨千亜紀・講師 日本学術振興会 代表
科学研究費助成事業 基盤研究(C)「長時間
の高濃度酸素吸入が幹細胞の動員と臓器虚
血再灌流傷害に与える影響」
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 特筆すべき事項
高村敬子・准教授
①第127回日本解剖学会総会・学術集会学生セッションで優秀演題賞を受賞した医学科3年（当時）木場杏夏
さんの研究指導を行った
②NYSORA(New York School of Regional Anesthesia)のNerve Blocksアプリの日本版作成にあたり、解剖学
的事項の翻訳・監修を担当した。

金子翔平・助手
第8回 3M Award 周術期体温管
理に関する研究

日本臨床麻酔学会

脊髄くも膜下麻酔下帝王切開
分娩における術前足趾灌流指
標と母体中枢温低下の関連
性：前向きコホート研究

氏名・職 賞　の　名　称 授与機関名 授賞理由、研究内容等

髙村敬子・准教授
第７回未来に羽ばたく女性研究
者優秀女性奨励賞

長崎大学
解剖体を対象とした臨床解剖
学的研究
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